
 

 

定例教育委員会会議録 

（令和元年１２月１１日開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡谷市教育委員会 



定 例 教 育 委 員 会 
 

日  時 令和元年１２月１１日（水） 

                                        午前９時３０分 

場  所 諏訪湖ハイツ ２０４研修室 

署名委員 髙木委員、藤森委員 

 

【 次  第 】 

○ 開   会 

○ 教育長報告 

○ 議   題 

１．岡谷市子ども総合相談センターについて【資料No.1-1、1-2】        （教育総務課） 

○ 報   告 

１．成人式について【資料No.2】                      （生涯学習課） 

２．岡谷市議会１０月定例会一般質問要旨について【別添資料】            （各課） 

○ そ  の  他 

  ・行事等について（各課） 

    ・その他  

※定例教育委員会終了後、フレンドリー教室、岡谷市民総合体育館視察 

 

【次回開催予定】 １月１０日（金）定例教育委員会 ９時３０分 ２０２会議室 

 

出席委員  

教育長 岩本 博行、職務代理者 草間 吉幸、教育委員 太田 博久、教育委員 髙木 千奈美、 

教育委員 藤森 一俊、教育委員 小平 陽子 

 事務局（説明員） 

教育部長  城田 守、教育部教育担当参事  三村 靖夫、教育総務課長 両角 秀孝、 

教育総務課主任指導主事 竹内 良之、生涯学習課長  小池 秀昭、スポーツ振興課長 小河原 義友、 

子ども総合相談センター長 丸山 和夫、中間教室適応指導員 伊東 基安、 

教育総務課統括主幹 山田 勝由紀、子ども総合相談センター主幹 森下 知佳、 

教育総務課主幹 小口 明彦、教育総務課主査 保科 圭吾 

 

 

 



＜会議録＞   

○開  会 

岩本教育長： 皆さんおはようございます。濃霧の中おいでいただきありがとうございます。師走に入 

って１０日あまり経っていますが、残り２０日間いよいよ押し迫ってまいりましたが、良

い締めくくりができるように、もうひと頑張り皆さん一緒に頑張っていきたいなと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

それでは、只今より１２月の定例教育委員会をはじめます。本日の署名委員は髙木委員

さんと藤森委員さんにお願いをいたします。最初に私から教育長報告をさせていただきま

す。 

 

 

○教育長報告  

本日は、教育総務課４件、生涯学習課１件、スポーツ振興課１件の報告をさせていただきます。 

１．部活動指導員の配置について  

部活動指導員の配置については、８月の定例会の時にも報告させていただきましたが、教職員の働き方

改革の一環として、現在までに、岡谷東部中学校の吹奏楽部、岡谷南部中学校の男子、女子バレーボール

部、岡谷西部中学校の卓球部に指導員を配置しております。 

新たに、１２月より岡谷北部中学校の合唱部においても、配置することができ、本年度予定したすべて

の中学校に部活動指導員を配置することができました。 

この度、引き受けていただいた方は、教員ＯＢで、昨年、岡谷北部中学校の合唱部で外部指導者として

指導をされていた方であります。 

今後も引き続き、教職員の負担軽減につながる働き方改革の推進に向けた取り組みをしていきたと思い

ます。 

 

２．小中学校のエアコン設置工事の状況について 

９月に、西部中学校、南部中学校の設置が完了しましたことはご報告をさせていただきましたが、先日

の１１月２０日には、北部中学校と東部中学校のしゅん工検査を行い、これで全ての中学校に設置が完了

いたしました。 

小学校につきましても、順調に進んでおりまして、遅くも来年の１月には全ての工事が完了し、来年の

夏には、快適な 学習環境が整えられる状況であります。 

 

３．川岸小学校の学童クラブの拡張工事について 

利用者が多く、手狭になってきている川岸小学校の学童クラブについて、隣接する体育器具庫と防災倉

庫を移転し間仕切りの壁を撤去することでスペースを確保し、子どもたちの安全で快適な居場所づくりの

ため、クラブ室を拡張する工事であります。 

６月から体育器具庫と防災倉庫の移設工事を行い、完了後に倉庫内の荷物を移転し、あわせて学童クラ

ブについても、川岸小学校のご協力をいただき、拡張工事期間中は、第２体育館を使用させていただくこ

とで、通常どおりの学童クラブ運営を行うことができ、保護者の皆さんにも負担をかけることなく工事が

できました。 

今後の利用者の増加に対応できるよう、中央部分にアコーディオンカーテンを設置し、クラブ室を２つ

に区分けできるような工夫もしています。 

１１月の中旬に工事が終了したため、本日の午後、しゅん工検査を行いますが、検査に支障がない状況

でありましたので、すでに１１月２５日の月曜日から、子どもたちは、広い部屋で保護者がお迎えに来る

までの時間、楽しく過ごしています。 



 

 

４．レジリエンス研究について 

お手元に資料をお配りしてありますので、ご覧頂きながらお聞きください。 

このたび、信州大学教育学部の高橋史准教授より申し出があり、東京大学と共同研究をしている、レジ

リエンス（こころのしなやかさ）研究についての協力依頼が岡谷市にありました。 

この研究は、困難やストレスに対する適応力、これをレジリエンス、こころのしなやかさと言いますが、

これを向上していくための方法論を構築する研究であります。 

中学生の思春期といいますと、社会との接触が増え、人間関係が複雑化し始める時期であり、精神的成

熟の過程において大変重要な時期であります。 

この時期には、こころの不調が認められやすくなることもあります。その際、レジリエンスを獲得して

おくことで、こころの不調を予防できる可能性があります。 

今回の研究では、東京大学ニューロインテリジェンス国際研究機構が開発したプログラムに参加します。

生徒、保護者、教員を対象に２年間、研究が行われ、どの中学校がモデル校になるかはまだ決まっており

ませんが、岡谷市の教育におきましても、生き抜く力を育むことを目指しており、レジリエンスは大変重

要な力であると考えており、この研究に協力し、生徒の皆さんにぜひレジリエンスを向上してもらいたい

と考えております。 

 

５．地域子（己）育てサポーター連絡協議会の今後について 

先月のこの会議で、地域子（己）育てサポーター連絡協議会の今後について、発展的解散を視野に検討

したいと話をさせていただきました。 

その後、先月２９日に各区のサポーターに集まっていただき、総会を開いて、これについて協議をした

ところ、満場一致で発展的解散についての賛同が得られました。 

サポーターの皆さんからの意見では、すでに区で活動をしているため、協議会の意義が薄れているとい

った声や、解散は致し方ないと思うが、この制度が十分に認知されてこなかったことが残念だ、また、他

の地区の人と情報共有できる場が欲しいなどといった意見がありました。 

事務局といたしましても、こうした意見を重く受け止めて、これまで、至らなかった面を謙虚に反省す

るとともに、今回の解散はひとつの「通過点」ととらえて、これからの地域での子育て支援の活動が停滞

することのないよう、引き続き、新たな気持ちで取り組んでまいりたいと考えております。 

今後とも、教育委員の皆さん方から、ご意見、ご提言をいただければありがたいと思っております。 

 

６．長野県縦断駅伝競走大会について 

１１月１６日、１７日にかけて行われた、長野県を北から南へタスキをつなぐ長野県縦断駅伝競走大会

について報告をさせていただきます。 

台風１９号災害に見舞われて１ヶ月余りがたちましたが、今回の縦断駅伝は、土砂を取り除いて復旧し

たばかりのコースも走ったそうです。 

「被災地に希望と笑顔を」との思いで、選手は「元気出そう！信州」と記されたワッペンをパンツなど

に貼って出走し、全諏訪（オールすわ）チームが６年ぶり１２度目の優勝を果たしました。 

初日の岡谷市役所ゴールでは全諏訪（オールすわ）チームは、首位から６分９秒の大差をつけられ５位

と苦戦しておりました。私も、岡谷市役所のゴールに選手を出迎えていたわけですが、「かなりの大差が

付いたな、ちょっと逆転は厳しいんじゃないかな。」という思いでした。 

しかし、２日目の全諏訪（オールすわ）チームは、そんな不安を払拭する素晴らしい走りを見せてくれ

ました。 

２日目は松本城がスタートでしたが、そのスタートの１３区で、岡谷南部中学校２年生の名和夏乃子選

手が区間１位の走りで、追い上げ態勢に入りました。 

小野から辰野までの１６区では、岡谷市役所の田畑幸司選手が総合４位に上がり、上位との差を徐々に




